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求人の課題 

児童福祉施設では、収入の90％が助成金である。その他収入を得る手立ては寄付ぐらいに限られており、外部

との交流ができず、人集めにも苦労しているという声も多い。報酬単価が固定されているため職員の昇給も難し

く、人材の定着も困難な状況にある。また福祉学科の学生は、資格取得時期の兼ね合いから就職活動期間が短

く、希望する職場を見つける時間がなく、適切なマッチングが行えていない。同時に福祉施設側の情報発信も不

足している。 

 

施設の課題 

現行の福祉制度（児童福祉法に基づく放課後等デイ―ビス）では、報酬単価が向上した一方、制度上ニーズに

基づく追加の独自サービスの提供による対価を得ることができない。無償提供では人件費的に個別対応ができ

ない。あわせて待機児童の問題もある。 

 

社会とのつながりの課題 

福祉現場と地域住民や民間企業との交流には改善の余地があるが、制度上外部と関わる機会が少ない。 

2 

背景・目的 



福祉現場でのボランティアに参加したくなるような魅力的なパンフレットとステッカーを作成し配布

した。パンフレットは後述するWebサイトに訪れてもらうための工夫をした。 

1. ボランティア募集のためのパンフレット・ステッカー作成 
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実施内容 

障害福祉の理解が向上するようなボランティア体験記事の掲載を開始し、適切なカテゴリ分類（ボ

ランティアイベントのジャンル別から関わる人の属性別へと変更）を行った。 

2. ボランティア体験記事の充実化 

施設紹介・求人情報の記事を追加。寄付ページに、複数の視点からの参加者の声を掲載し、

支援のしやすさも改善した。また認知のために、団体代表者のブログを制作し、ソーシャルメ

ディアの運用を行った。また定常的なWebサイト運用として、ボランティア希望者と福祉施設の

マッチングを行いコーディネートをした。 

3. Webサイト更新・運用、福祉施設とボランティアの調整 



1. パンフレット・ステッカー 
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実施報告 



パンフレット ページ構成 
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サイズ A5 サイズ変形 

綴じ 蛇腹折り 

ページ数 8P 

構成 右図の通り 



パンフレット 表表紙 
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パンフレット 2〜3ページ 
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パンフレット 裏表紙 
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パンフレット 5〜6ページ 
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パンフレット 7〜8ページ 
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ステッカー 
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ステッカー（デザイン案） 
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2. ボランティア体験記事 
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実施報告 



Webサイトの改修箇所 

レポート 
(Index) 

参加する 
(Index) 

りょういくについて 
（基本情報＋Index） 

HOME 

施設紹介 
(Index) 

お問い合わせ 

支援のお願い 

レポート 
(Detail) 

参加申し込み 
(Detail) 

療育について ヒストリー 

アクション 運営団体について 

お知らせ 

Utility 

TOP Main Secondary 

発達障害について 

確認 完了 

確認 完了 

サイトの使い方 

プライバシーポリシー 

お知らせ 

よくある質問 
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ボランティア体験記事の拡充 
カテゴリの最適化 

重光喬之ブログ 



記事1 自分の行動を工夫すれば、相手の行動も変わっていく 
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記事2 ボランティア活動という体験は宝物。ここは自分を育ててくれた大切な場所 
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記事3 両育に正解はない！ 
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記事4 伝えたことの１％でも心に届いていたらいい 
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記事5 職業体験で中学生２人が気づいたコミュニケーションの大切さ 
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記事6 親や職員さん以外の大人がやって来る。 それだけで充分ボランティアになると思います 
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記事7 子供たちの将来のため、時には厳しく叱ることのできる支援者になりたい 
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記事8 療育ボランティアは、ライフワーク 

22 



記事9 「自閉症カンファレンス NIPPON 2014」参加報告 1日目 
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記事10 「自閉症カンファレンス NIPPON 2014」参加報告 2日目 
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記事11 異業種からの福祉だから、見える世界があった 
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記事12 ボランティアで学んだことを社会の中で生かしたい。 Vol.1 
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記事13 ボランティアで学んだことを社会の中で生かしたい。 Vol.2 

27 



カテゴリの最適化 
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カテゴリ一覧 

カテゴリ分類 



3. Webサイト更新・運用、福祉施設とボラン

ティアの調整 
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Webサイトの改修箇所 

レポート 
(Index) 

参加する 
(Index) 

りょういくについて 
（基本情報＋Index） 

HOME 

施設紹介 
(Index) 

お問い合わせ 

支援のお願い 

レポート 
(Detail) 

参加申し込み 
(Detail) 

療育について ヒストリー 

アクション 運営団体について 

お知らせ 

Utility 

TOP Main Secondary 

発達障害について 

確認 完了 

確認 完了 

サイトの使い方 

プライバシーポリシー 

お知らせ 

よくある質問 
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施設紹介・求人情報 

寄付の方法を追加、カテゴリ変更、 
イベント参加者の声を掲載 

重光喬之ブログ 

代表 重光のブログを作成 



施設紹介・求人記事 
障害に関わらず、誰もが困難を乗り越えた後、人間としての誇りを持てる。 
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ご支援のお願い 
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誘導文言の変更 支援手段の追加 

イベント参加者の声の追加 



ご支援のお願い > 決済完了（今回限りのご支援） 
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ご支援のお願い > 決済完了（継続的なご支援） 
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支援のお願い > クレジットカードのご利用について 
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支援のお願い > サポーター 
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代表 重光のブログ 
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ツイッター（@ryoikuworld） 
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Facebook 
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今回の成果（1. パンフレット・ステッカー） 

40 

以下の配布先にパンフレットを置いた。興味・関心を持つ人が増え、福祉施設

へボランティアをより多く集めることができる見込みがある。 

※ まだ配布したばかりなので、正確な効果は今後計測していく。 

パンフレット配布先一覧（印刷数2000部） 

1. 行政関連 

調布市障害福祉課 50部 

調布市役所 市民プラザあくろす 50部 

東京ボランティア・市民活動センター 50部 

 

2. 福祉関連 

調布市社会福祉協議会 50部 

調布市社会福祉協議会放課後等 

デイサービスぴっころ 25部 

社会福祉法人調布市社会福祉事業団 

ちょうふだぞう 25部 

NPO法人ふみ月の会 25部 

一般社団法人ハッピーチョイス 100部 

 

 

 

ステッカー配布先一覧（印刷数300枚） 

1. 一般・関係者配布280枚 

2. 残り20枚（成果物報告用含） 

 

3. その他 

NPO法人一新塾 25部 

NPO法人未来をつかむスタディーズ 100部 

co-ba shibuya 100部 

co-ba library 100部 

co-ba akasaka 50部 

co-ba choufu 500部 

調布アットホーム（調布市内任意団体） 100部 

一般社団法人みんなの森財団 100部 

一般社団法人プラス・ハンディキャップ 100部 

RBC Capitla Markets Japan 25部 

株式会社 調布不動産 25部 

WIREDCAFE（渋谷店） 10部 

その他一般・関係者配布 370部 

 

4. 残り30部（成果物報告用含） 



今回の成果（2. ボランティア体験記事） 
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掲載記事8件に対して、ボランティアに17人が参加した。 

また記事のページビューは全ページビュー数32.87%に及んだ。 



今回の成果 
（3. Webサイト更新・運用、福祉施設とボランティアの調整） 
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以下の施策により、認知向上と福祉活動への参加を促した。 

※ まだ更新・運用を始めたばかりなので、正確な効果は今後計測していく。 

 

•施設紹介・求人情報を追加して、記事からの誘導を高めた。 

• 閲覧者：348PV、平均滞在時間3:20、FBいいね！124件、ツイート4件を獲得した。 

• googleAdwords利用して、表示回数9074回、クリック数34回を獲得した。 

•ソーシャルメディアからの流入が多いため、FacebookページとTwitterアカウントを作成して、運用

を開始した。 

•寄付手段の追加して、支援のしやすさを向上させた。 

• オンライン決済（今回限り／継続的） 

• ソフトバンクの「かざして募金」 

• 「gooddo（グッドゥ）」（サポーター企業の広告協賛費によって運営・支援金の支払いを行う、寄付金の負

担がない支援） 

• 「イベント参加者の声」を追加し、支援の成果を伝えた。 



今後も長期的に望める効果 
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• Webサイト『りょういく』の認知度が向上し、ボランティアを経験した福祉系学生

の就職におけるマッチングが改善する。また先輩学生の口コミなどにより、継

続的にボランティア体験から就職へすすむ流れが作られることが期待できる。 

• 様々な立場や背景を持つ人々の体験記事を通じて、障害への理解が社会へ

広がる。 

• これまで障害福祉に関心のなかった人々が、福祉現場の魅力に気づくことが

期待できる。 

• 知的・発達障害児と関わることで、関わり手側も学ぶという体験により、障害

の有無に関わらず人と人は誰しもが学び合えるという認識が社会に広まる。

（応募団体の理念である「両育」の概念） 



まとめ 
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元々の「りょういく」Webサイトの目的は、ボランティア活動への応募を支援する

ことであり、そのための施策を打っていたが、実情としては、施設側での受け入

れが難しかった。 

この教訓を活かし、今回の事業では、もっと福祉現場を理解してもらうことを目

指して、そのためにレポート記事を多く作成した。 

また施設紹介・求人情報の記事を作成することで、その実情を伝えつつ、ボラ

ンティアの受け入れ態勢や採用窓口の拡大の支援をした。 



今後の展開 
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今回、ボランティア体験レポートの充実化と同時に新たに施設紹介・求人情報

記事の掲載を始めた。施設紹介のニーズが見込めたため、こちらも充実化を

図る。 

次のステップとして、福祉現場と民間企業で連携し、社員研修としてボランティ

ア活動に参加できるよう仕組み作りを行う。これにより福祉現場ではヒト、カネ、

モノが豊かになり、情報発信・収集のノウハウが集まることで、子供たちの育成

環境の向上を見込む。民間企業においては、社員のコミュニケーションスキル

の向上や、多様性を受け入れる思考が育成できる。あわせて福祉現場の外の

人々が交流することで障害理解も広がっていくと考えている。 

これが両育わーるどが考える「両育」の実践である。 


